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○ １１月２４日(火)、福岡県宗像（むなかた）市に所在する養鶏場１ヵ所（約９.４万羽）において鳥インフルエンザ発生の疑いが発
生し、検査の結果、２５日（水）、鳥インフルエンザ陽性が確定。

○ 同日１０００、福岡県知事から陸上自衛隊第４師団長（福岡駐屯地）に対し、鳥の殺処分に係る支援に関する災害派遣要請。
○ 同日１４００より、第２高射特科団（飯塚）を基幹とする対処部隊が殺処分に係る支援を実施。

活 動 部 隊 ○ 第２高射特科団（飯塚）

活 動 態 勢 ○ 第２高射特科団を基幹とする２個対処チーム（各隊約６０名）を編成

活 動 内 容 ○ 養鶏場内における殺処分する鶏の捕獲、袋詰め及び車両への運搬の支援

福岡県宗像市における鳥インフルエンザ発生に係る災害派遣について
令和２年１１月２５日
防 衛 省

※ 数値等は全て速報値のため、
今後変更される可能性があります。

（お知らせ）

【発生養鶏場】
福岡県宗像市
（約９.４万羽）

第２高射特科団
（飯塚）

（参考）宗像中心部まで
約２０ｋｍ

【参考１】香川県における鳥インフルエンザに係る災害派遣実績（令和２年１１月～）
① 令和２年１１月 ５日～ ８日（三豊市） （約３２.０万羽）
② 令和２年１１月 ８日～ ９日（東かがわ市）（約 ４.６万羽）
③ 令和２年１１月１５日～１６日（三豊市） （約 ７.７万羽）
④ 令和２年１１月２０日～２４日（三豊市） （約８６.１万羽）
⑤ 令和２年１１月２２日～２３日（三豊市） （約 ７.５万羽）
【参考２】鳥インフルエンザに係る災害派遣活動の様子（１１月２３日）

３段式ケージにおける鶏の捕獲 鶏舎からの鶏の搬出作業


